
 

 

 

 

 

 

大田区保育サービス課 

保 育 園 看 護 師 

令和6年 

     

 

 

 

 

耳は大きく分けて、外耳・中耳・内耳にわかれています 

 

 

区立保育園看護師発 今月のテーマ   

♥ ３月３日は耳の日 ♥ 

 耳は音を聞き、体のバランスをとる役割があります。聞こえは乳幼児期の言葉の習得に重要で

す。呼びかけに気づかない、声が大きいなど気になる様子はないか観察してみましょう。 

 

該当するものにチェックをします。チェックが少ない場合は専門医にご相談ください。 

 大きな音に驚いたり、目を覚ましたりする 

 おもちゃの音やテレビの音などに振り向く 

 呼びかけられたときに振り向く 

 音楽に合わせて、体を動かしたり、踊ったりする 

 好きな音楽やコマーシャルの歌が聞こえたら、近づいてくる 

 声のみの指示で従うことができる 

 発達にそって習得できる言葉が増えている 

 言葉のまねがある 

引用：「子どもがかかる 耳・鼻・のどの病気百科」工藤典代著 少年写真新聞社 

 

聞こえのチェックをしてみましょう 

外耳
が い じ

 中耳
ちゅうじ

 内耳
な い じ

 

耳
じ

介
かい

 

（音を集める 

音の方向を知る） 

鼓膜
こ ま く

（音の大きさに

合わせて震える） 

耳
じ

小骨
しょうこつ

 

（音を伝える） 

三半規管
さんはんきかん

 

（体の傾きを感じ

て、バランスをとる） 

耳管
じ か ん

 

（鼻やのどと 

つながっている） 

耳のしくみとはたらき 

イラストは 

イメージ図です 

                               

＜２月 1日～２月２２日の感染症状況＞ 
     地域 

疾患名 
大森 調布 蒲田 

糀谷 
羽田 

インフルエンザ 190 125 222 ３９ 

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症 20 ２８ ３５ ９ 

溶連菌感染症 ２８ ８ ３１ ８ 

感染性胃腸炎 ２７ ９ ２９ １１ 

アタマジラミ １ １５ ２ ０ 

 

大田区の感染症情報 

インフルエンザ B 型が流行中です 
ヒトに感染するインフルエンザは大き

く分けて A、B、C 型の 3 種類です。

インフルエンザ B 型の一般的な症状

は、高熱、頭痛、関節痛および筋肉痛、

喉の痛み、鼻水などです。腹痛や下痢

などがみられることもあります。予防

のポイントは、流行時に人込みを避け

る、手洗いや手指消毒、咳エチケット

の励行、ワクチン接種などです。 

学校等欠席者・感染症

情報システムを活用し

区内 4 地域（大森、調

布、蒲田、糀谷・羽田）

の感染症流行状況と感

染症に関する情報をお

伝えしています。 

 


